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1 はじめに
社会言語学の分野では，アコモデーション理論 [1]に
基づき，人は会話における言葉遣いを変化させること
で他者との社会的距離を操作したり，コミュニケーショ
ンの効率を高めることが示されてきた．また，大規模
な人間の行動観察を可能とする Twitter 等の SNS を
用いた研究が社会言語学においてトレンドとなってお
り，アコモデーション理論に基づく研究も行われてい
る．しかしこれらの研究は，対話相手の属性に着目し
たものが多く，個人間の関係性そのものに着目したも
のは少ない．個人間の関係性を測る指標として，社会
心理学の単純接触効果 [2]がある．これは短期間で接触
した回数が多い対象ほど，印象が向上するというもの
であり，Twitterにおいては，リプライ数，つまり会話
量を接触とみなすことができる．本研究では，Twitter

における会話量の増加に伴う言葉遣いの変化の文体的
特徴の分析手法を提案し，言語使用の個人間の関係性
における変化を調査する．

2 関連研究
林ら [3]は，リプライツイートデータからネットワー
クを構築し，ユーザをコミュニティに分割することで，
リプライをコミュニティの内と外のユーザへ向けたも
のの 2種類のツイート群に分類した．それらと既存の
日本語辞書から抽出した複数の特徴量を用いて作成し
た特徴量行列に，非負値行列因子分解（Non-Negative

Matrix Factorization，NMF）[4]を用いて，文体的特
徴の分析を行うことで，コミュニティの内外に向けた
言葉遣いの変化を発見した．この手法では (1)内ツイー
トと外ツイートの分類，(2)テキスト特徴量の獲得と
特徴量行列の作成，(3)NMFによる特徴量行列の因子
分解，(4)ツイート群の特徴を表す基底の選択，(5) 基
底の評価による重要特徴量の抽出というフローを構成
した．
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3 提案手法
本研究は，双方向的なコミュニケーションと考えら

れるリプライツイートデータを会話量ごとにグループ
に分け，特徴量行列を作成し，NMFを用いて会話量の
増加に伴うテキスト特徴量の変化を定量的に評価する
ことを目的とする．提案手法は，林らの手法 [3]のフ
ロー (1),(4)を変更し，(1)リプライツイートのグルー
プ化，(4)変化した特徴を示す基底の選択，とし，それ
ぞれ 3.1と.3.2で説明する．

3.1 リプライツイートのグループ化
相互にリプライのやり取りがあるユーザ a,bにおい

て，そのリプライツイート群を「会話」とする．この
時，どちらのユーザからもリプライが 1度ずつ発生し
た場合，そのリプライを 1回のコミュニケーションと
し，コミュニケーションではないリプライ数を「偏り」
とする．

図 1: ユーザ同士のやり取りの例

ユーザ a,bの会話に式 (1)でコミュニケーションと
定めたリプライ数に対する偏りの比率 Tab を与える．

Tab =
|Ra −Rb|

Sab − |Ra −Rb|
(1)

式 (1)は，aから bへのリプライ数をRa，逆をRbと
し，会話量を Sab(Ra+Rb)としている．収集した会話
からコミュニケーションが多いものを選択していくた
め，T が閾値以上のものは分析対象から外し，また単
純接触効果は回数が増えすぎると効果が少なくなるこ
とを考慮し，Sも閾値以上のものは分析対象から外す．
残った会話にグループ番号 I を与え，I が同一の会話
の集合を会話群 I とする．I は S÷ V（V は任意の定
数）の商によって得られる．[3]の手法に基づき，これ

Copyright     2022 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-739

5V-09

情報処理学会第84回全国大会



らの会話群とテキスト特徴量から，サイズN ×K(会
話群の数が i = 1, ..., N，特徴量の数が j = 1, ...,K)の
特徴量行列 Y を作成，NMFにより Y ≈ HU に因子
分解する．基底数M はエルボー法により定め，基底
行列H の要素を hi,mとし，因子行列 U の要素を um,j

とする．

3.2 変化した特徴を示す基底の選択
基底行列H のそれぞれの基底に対して，会話群 iと
会話群 i+1の成分の差をとる．全ての会話群に対して
行い，会話量の増加による特徴量への寄与率の変化量
を示す基底行列 (N − 1)×M を作成する．この変化
量の平均値が最も高い基底に対応する係数行列 U の基
底が，会話量の上昇に伴い普遍的に増加した特徴量を
示すと解釈できる．逆に平均値が最も低い基底は，普
遍的に減少した特徴量を示すと解釈できる．また基底
ごとのスケールの違いを考慮し，成分 hi,mに対応する
基底mの因子行列 U における総和を重みとして掛け
ることで，値の補正を行う．基底行列H において，寄
与率が最も増加した基底mup は式 (2)で算出される．

mup = argmaxm

∑
i(hi,m − hi+1,m)

N − 1
∗
∑
j

um,j (2)

対して，この平均値が最も小さいときの基底mdown

は，寄与率が最も減少した基底である．その後 [3]の手
法に基づき，基底mup とmdown に対応する因子行列
U の寄与率の差を，各テキスト特徴量ごとに比較する
ことで，増加・減少したテキスト特徴量を評価する．

4 実験と考察
4.1 実験環境
実験で用いるツイートデータは Twitter社が公開す
るWebAPIを通じて収集した．対象としたリプライツ
イートは日本時間で 2021/5/1から同年 6/30に渡って
発信されたもので，約 400万件を収集した．NMFは
ライブラリ scikit-learnを用いて実装を行った．また，
テキストの解析には形態素解析エンジンMeCabを用
いた．辞書は，IPADicとmecab-ipadic-NEologdを併
用した．収集したデータに対して，提案手法を用いた
分析を行った．T の閾値は 0.5，S の閾値は 200に設
定し，V = 10に設定して 20個の会話群にグループ分
けした．分析に用いたツイートは各会話群のツイート
から 5,000件をランダムにサンプリングした．対象の
ツイートからテキスト特徴量を獲得したところ 6,196

種類が確認された．したがって，特徴量行列の次元は
20× 6, 196である．NMFの基底数M は，M = 20と
した．

4.2 結果と考察
増加・減少した特徴量上位 8つを，表 1 に示す．

表 1: 重要特徴量上位 8

5,6,8番目に減少した特徴量の丁寧語の文末表現と，
4番目に増加した特徴量の機能表現の「です/ますを含
まない語」から，会話量の増加に伴い丁寧表現がなく
なっていくことがわかる．また 1,7,8番目に増加した特
徴量の機能表現と，1,7番目に減少した特徴量の「絵文
字、顔文字の使用頻度」から，会話量の増加に伴い伝
わりやすい端的な文章で会話を行うことがわかる．

5 まとめ
本研究では，言葉遣いの個人間の関係性による変化

を調査するため，Twitterを対象として会話量の増加に
伴う文体的特徴の変化を観察した．結果，単純接触効
果に基づく対象への印象の向上によって，丁寧表現が
減少し，端的な文章になっていくことが分かった．こ
れは，個人間の関係性の変化に伴いアコモデーション
理論における社会的距離の操作と，コミュニケーショ
ンの効率化が行われたと結論付けられる．
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